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足立ゼミ 

［ゼミのテーマ］社会保障財政。社会ってどうしたらよくなるの？？？ 

 

［ゼミの内容］ 

社会ってどうしたらよくなるの？みんなきちんと考えて、全力を尽くしているのに、

うまくいかないことがある。それはなぜうまく機能しないの？？ 

 

足立ゼミでは、まさにこのテーマを社会の仕組みから考えます。 

 

人の性質や感情といった、その人自身に答えを見いだすのではなく、人が置かれてい

る状況、つまり社会の構造や制度の仕組みから答えを見つけていきます。私たちが生

まれる前から死ぬまで、どのような制度やきまり事があって、その制度が行われるの

に、だれがどのようにお金を集めて、だれがどのようにお金を出して、だれがその制

度を利用しているのか？そしてそのままの社会の仕組みであれば将来どうなるの

か？社会の仕組みを知ったうえで、どうして社会はうまく機能しないのか？それをみ

んなで考えるのが足立ゼミです。 

 

［ゼミの運営方針］ 

 ２年次では、グループ単位で 40 分ほどの講義をしてもらいます。テキストを使

い、担当する章を決め、基礎的な知識を整理し、その章の見解と最新の動向を調

べ、（必要に応じて）実際の現場にヒアリングにいき、講義を行ってもらいます。

すでにみなさんは様々な講義を受けています。自分が面白いと思った講義、つま

らないと感じた講義、色々な思いを感じていると思います。今度は皆さんが教員

になって、どうすれば最高の講義ができるか、考えてください。 

 ３年次では、２年次の基礎的な知識、グループワークそして講義経験を通して、

まず自分たちで 1年間の計画をたててもらいます。研究テーマを決め、文献検索、

データ収集、現場の視察、分析そして論文執筆と進めます。その成果を甲南大学

経済学部では、インゼミや他大学との合同ゼミや研究会などで発表する機会があ

ります。何をするのか、何を目指すのか、それを自分たちで考えて実行します。 

 ４年次では、２年次３年次の基礎的な知識と研究経験を踏まえ、自分が知りたい

ことを明確にし、テーマを深める形で卒業研究を行います。 



2015年度 第 5期 石川ゼミの紹介 

私の研究のキーワードは 都市 地域 です。 
ゼミでは、学外での フィールドワーク などを通じて、身近にあ
る問題を明らかにしたうえで、その問題に対して具体的な解決策
を提案してもらい、実際にそれを行っていきます。 

この大きなテーマに沿って、ゼミでは、 
① 論理的な考え方を学ぶ 
② 実践力を高める 
③ プレゼンテーション力を高める 
④ コミュニケーション力・ディベート力を高める 
⑤ 主体性、協調性を高める 

ことを目標として進めていきます。 

ゼミでは グループワーク が中心となりますので、ゼミの時間外
にゼミの作業をしなければならない時もたくさんあります。そう
いう意味でも、積極的にゼミ活動に参加する学生さんを応募しま
す！また、ゼミでは、他大学（関大・近大）との 交流ゼミ や、
地域の人々を巻き込んだ さまざまな企画を立案・実施 していき
ます。このため、さまざまな人との交流の輪を広げたいと思う、
アイディア力のある学生さんにぜひ来てほしいです☆ 

石川ゼミは、私を含め、ホント元気です(*´∀`)ﾉ「元気で楽しく
学びたい」、「アクティブに行動したい」と思っている人はぜひ来
てください☆ゼミでできる友だちは、普段の友だちとはまた違っ
てホント魅力的です♪第 5期のゼミ生さんたちも、私をガンガン
引っ張ってくれるような、楽しいゼミを作ってもらえれば嬉しい
です！！ 





 

ゼ
ミ市野 

経済学をより楽しく、より身近に

実感でき、より自分に身につけ

たいなら市野ゼミ！ 
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永永永永からからからから…………    

ゼミとは、単位を修得するためだけにあるのではなく、ゼミ生同士、ゼミ生と

教員が、学問はもちろん、学問以外についても自由に議論し、「ゼミ生が主体と

なって全員で勉強する」場であると思います。 

私のゼミでは、転換期にある日本財政の諸問題について、理論、歴史、制度、

政策それぞれに目配りしながら、多角的、総合的に検討します。近年は、財政赤

字、税制、社会保障（公的年金など）に関する問題を取りあげています。ゼミ生

のみなさんには、些細なことであっても、論点や疑問点等を積極的に提起し、自

由に議論してほしいと思います。また、ゼミでの議論を通じて、自分自身の考え

を論理的に整理する方法を身につけてもらえることを期待しています。 

ゼミ生同士、ゼミ生と私が、何でも自由に話し合える雰囲気を作るため、ゼミ

の運営方法については、ゼミ生からの意見も積極的に取り入れています。研究室

への来訪は大歓迎ですし、課外活動（ゼミコン、社会見学、合宿などのイベント）

も実施しています。ゼミ生のみなさんには、ゼミ室での勉強、課外活動、いずれ

においても大いに個性を発揮してもらいたいと思います。 

ゼミは、知識はもちろん、礼儀作法等の社会性も身につけるところです。ゼミ

活動を通じて、ゼミ生同士、ゼミ生と私との間に確かな信頼関係を築き、実りの

多いゼミにしていきましょう。 

 

ゼミ生から…ゼミ生から…ゼミ生から…ゼミ生から…    

☆永ゼミでは、主に財政について学んでいきます。財政問題に関する本を読み、

質問・回答などの班に分かれ、それぞれの班でレジュメを作り、質疑応答をす

るという輪読をゼミ生主体で行っています。ゼミは少人数で細かい指導を受け

られ、また班に分かれることによって協調性や自発性を養うことができると思

います。また様々な工場や企業への社会見学や食事会も実施され、楽しく学べ

るゼミです。 

☆永ゼミでは、財政についての教材を用いて輪読を行います。輪読では、財政

の諸問題について考えるにとどまらず、発表を通じて話す力を養ったり、問題

を要約してまとめる力を身に付けたりします。また永ゼミでは、社会見学や

ゼミコンも活発的に行い、他のゼミに決して負けない充実度があります！大学

生活をバイトやサークル、部活動などの活動だけでは物足りない、良いものに

したいと考えている方に是非永ゼミをおすすめします！ 

☆永ゼミで中心となる内容は輪読です。輪読とは、財政に関する本を読み、問

題点や疑問を見つけ出し、それについての議論をしながら財政についての理解

を深め、知識を身につけていくものです。難しいですが、みんなで協力すれば、

必ずやり遂げられる内容です。また、年に数回、工場や企業を訪れる社会見学、

ゼミのメンバーや先生との交流を深める食事会が行われます。永ゼミは、協

調性や社会性を身につけることができる、楽しいゼミです。 





奥田ゼミナール 

［担当者から］こんな時代だから古典を読もう 

 《文明社会では、人間はいつも多くの人たちの協力と援助を必
要としているのに、全生涯をつうじてわずか数人の友情をかちえる
のがやっとなのである。》(『国富論』第 1編第 2章) 

 わたくしにとって、大学時代のゼミナールは、まさにそうした貴重な
「友情」の苗床でした。みなさんにとっても、そうであることを希望し
ます。 

 ところで、アダム・スミスは上の文章に続けて言います。他人の善
意はあてにできない。それよりも相手の利己心に働きかけるほうが
よい。《われわれが自分たちの食事をとるのは、肉屋や酒屋やパン
屋の博愛心によるのではなくて、かれら自身の利害にたいするか
れらの関心による。われわれが呼びかけるのは、かれらの博愛的
な感情にたいしてではなくて、かれらの自愛心にたいしてであり、わ
れわれがかれらに語るのはわれわれ自身の必要についてではなく、
かれらの利益についてである。》 
 経済学的な人間観の宣言としてあまりにも有名な箇所ですが、
しかし、わたくしには《一身にして二生を経た》(『福翁自伝』)ような
溜息が聞こえてくるような気がしてなりません。二つの引用文をゆ
っくりと読み比べてみてください。 

「産業革命」と「市民革命」によって社会の成り立ちが大きく変わろうとしている時代のただなかで、新しい学
問のありかたを求めたのがスミスです。『国富論(諸国民の富)』を手がかりにして、経済学の初心を探りたいと思
います。 

［受講生から］なにかを真剣に突き詰めたい人にはオススメ 

 「奥田ゼミナール」受講適性診断 

 

・書物を愛している (はい/いいえ) 

・感受性が豊かである (Yes/No) 

・知的好奇心が旺盛である (Ja/Nein) 

・社会科が全般的に好きである (Oui/Non) 

・論理的・多面的に物事を把握できる (Si/No) 

 

5 つすべて当てはまる人は「奥田ゼミナール」へ 

 







小山ゼミのご紹介 
ゼミ生から 

 小山ゼミは主に「環境と経済」について研究・発表・討論するゼミです。「環

境と経済」と聞くととっつきにくいイメージがあるかと思いますが、そんなに

複雑な事はしません。むしろ、テーマはほぼ自由なので、自分が本当に興味の

ある物事について取り組む事が出来ます。 

 一見経済とは関係なさそうな事でも突き詰めていくと、必ず経済に関係して

います。小山ゼミではいきなり経済学から入るのではなく、こういった自分が

関心のある事柄から経済に馴染んでいけるのが特徴です。 

 もし経済学に興味がない、もしくはよく分からないという人は、まずこの小

山ゼミで、興味のある事柄から経済の世界に足を踏み入れてみてはどうでしょ

うか？ 

 きっとあなたが経済に対して抱いていたカタさやとっつきにくさがなくな

ると思います。 

担当教員から 

 ゼミに所属すると、就職活動のときに「自分は大学のゼミで、こうしたテー

マで研究しています」とアピールできます。しかし、より重要なのは、自分が

大学卒業後ずっと（無意識に）使っていくことになる物事に対する見方、判断

の仕方、あるいは問題解決型思考法といったものを、ゼミの活動を通じて確立

しておくことだと、私は考えます。 

小山ゼミでは、ゼミ生一人ひとりが必要な情報を効率的に収集し、それらに

基づいて論理的に思考・判断する能力・スキルを向上させることを目標として、

さまざまな機会を設けています。 

自らの能力・スキルをアップさせたいという強いモチベーションを有し、か

つそれを維持し続けられる学生が、小山ゼミに応募してくれることを期待して

います。 







寺尾ゼミ 第１３期生 募集のお知らせ 

 

どんな人が、寺尾ゼミに向いていると思いますか？ ── 寺尾ゼミ 卒業生   ３０ の回答 

［０１］ いまの大学生活、このままだと、何か物足りない、何か違う気がする、と感じている人。 

［０２］ やる気はあるが、チャンスを逃してしまったと感じている人。 

［０３］ 「自分は何も考えていない」と思うことがよくある人。 

［０４］ 自分がどんな人間なのか、よくわからない人。 

［０５］ スマホが手元にないと、不安になる人。 

［０６］ 出会いを大切にする人。 

［０７］ 人とか、本とか、学問とか、新しい出会いにワクワクできる心をもった人。 

［０８］ 旅に出たいと思ったことがある人。 

［０９］ 見る、知る、考えることに、積極的に取り組みたいと考えている人。 

［１０］ 好奇心が旺盛な人。 

［１１］ 探究心がある人。 

［１２］ “考える” をしたい人。 

［１３］ 考えること、悩むことが好きな人。 

［１４］ ただの仲良しゼミではないようなゼミがいいな、と思っている人。 

［１５］ 楽しい悲しい悔しい嬉しい、２年半、いろんな自分に、周りの人に、向き合おうと思う人。 

［１６］ 「組織を機能させるために、個人を機能させる」という考え方に共感できる人。 

［１７］ 他の人がパッと見で「めんどくさい」と思うようなことを楽しめる人。 

［１８］ 自分ではない人のために、力を尽くせる、力を貸せる人。 

［１９］ 協調性があって、他人に対して興味と関心がもてる人。 

［２０］ （自分自身を含む）他人の声に耳を傾けられる人。 

［２１］ 他人のしあわせを、自分のしあわせに変えられる人。変えたいと思っている人。 

［２２］ 自分以外のことでも、“自分のこと” のように考えることのできる人。 

［２３］ 素直な人。 

［２４］ ゼミ紹介での話を注意深く聞き、それでも、どのゼミがいいのか、考えがまとまらない人。 

［２５］ 寺尾ゼミでもやっていけるのかな。ついていけなさそう。でも、何か気になるなー。という人。 

［２６］ 自分の気持ちを大切にする人。 

［２７］ 言葉を丁寧に扱う人。 

［２８］ 弱い人。 

［２９］ 「できる、できない」ではなく、「やる、やらない」で物事を判断する人。 

［３０］ どんなとき、どんなところでも、「いま、ここ」にいることが奇跡であると思える人。 





林ゼミナール 第 13 期生募集のご案内 
担当者：林 健太（khayashi@center.konan-u.ac.jp） 

 

「現代では必要不可欠な存在となった IT は経済学と密接に結び付いています。このゼミを取

っていなかったら何も考えようとせず、IT 機器と関わっていたでしょう。」 

 

「デジタル化が進む一方で、アナログの良さもあるのではないか、そこに人間味があってア

ナログだからこそ人は感動するのだ、というお話が印象に残りました。」 

 

これらは現役のゼミ生が私に寄せてくれた、ゼミの感想です。 

 

スマホ、自動運転車、ウェアラブル端末、ペッパー（ロボット）、人工知能、ボーカロイド等々、

ふと気が付けば、私たちの周りはデジタルなもので埋め尽くされようとしています。 

 

おかげさまで、便利な世の中になりました。 

 

でも、便利になりすぎて、人間として、何かとても大事なことを失っていってしまっている

ような気がするのです。 

 

このまま行けば、一体どのような未来が待っているのでしょう。 

 

果たしてその未来は、私たちにとって、幸せなものでしょうか。 

 

ぜひ、林ゼミに入って、これからどう生きていくべきか、一緒に考えてみましょう。 

 

＜数年後の未来を覗いてみよう。＞ 
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